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ＴＯＭＡＮオーナー通信 ２０２５年 ７・８月合併号 
  

送付のご案内 

 
 

拝啓                                                                     

残暑の候、ますますご繁栄のこととお慶び申し上げます。 

平素より、ご愛読を賜り誠にありがとうございます。 

ＴＯＭＡＮオーナー通信担当のＰＭ事業部より７・８月合併号を送付いたします。 

 

 

 

賃貸・売買・管理など不動産はもちろん、相続・リフォーム・登記・地方物件などのご相談も承

っております。 

ご相談されたいことがございましたら、是非お気軽にお問い合わせください。 

 

 今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 まだまだ厳しい暑さが続きます。どうかお身体を大切にお過ごしください。 
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東京都は、11月上旬より令和6年度予算に関する業界団体ヒアリングを進めており、22日には（公社）東京都宅地建物取引業協会と（公社）全日本不動産協会東京都本部の役員が都庁を訪れ、小池百合子都知事に予算要望書を手渡すとともに意見交換を行なった。　都宅協は、会長の桑原弘光氏らが要望内容について説明。今回は（1）区市町村との連携等による空き家活用に関する諸施策の充実、（2）省エネ・再エネ住宅の普及促進に向けた取り組み、（3）「東京こどもすくすく住宅認定制度」の普及促進への支援、（4）公益法人制度改革・運用改善

小田急不不動産、相模大野で内廊下の分譲マンション

　
小
田
急
不
動
産
（

株
）

は
3
1
日
、

新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
「

リ
ー

フ
ィ

ア
レ
ジ
デ
ン
ス
相
模
大
野
ス
タ
イ
ル
ス
イ
ー

ト
」
（

相
模
原
市
南
区
、

総
戸
数
5
2
戸
）

の
物
件
エ
ン
ト

リ
ー

を
2
7
日
よ
り
開
始
し
た
と
発
表
し
た
。

　
小
田
急
小
田
原
線
・
江
ノ
島
線
「

相
模
大
野
」

駅
徒
歩

1
1
分
に
立
地
。

敷
地
面
積
は
約
1
,
8
3
1
平
方
メ
ー

ト

ル
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
地
上
6
階
建
て
、

延
床

面
積
は
約
4
,
5
5
9
平
方
メ
ー

ト
ル
。

　
大
型
商
業
施
設
が
集
積
し
て
い
る
「

相
模
大
野
」

駅
周
辺

か
ら
公
園
の
緑
道
を
通
り
抜
け
た
先
の
、

周
辺
に
生
産
緑
地

が
点
在
す
る
エ
リ
ア
に
立
地
。

　
外
観
は
ブ
ラ
ウ
ン
の
タ
イ
ル
を
ベ
ー

ス
に
構
成
。

ア
ク
セ

ン
ト
と
し
て
水
平
ラ
イ
ン
と
な
る
ル
ー

バ
ー

と
、

ブ
ラ
ウ
ン

の
ガ
ラ
ス
手
す
り
を
採
用
し
た
。

　
建
物
内
は
タ
イ
ル
カ
ー

ペ
ッ

ト
を
採
用
し
た
内
廊
下
設
計

と
す
る
こ
と
で
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

性
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ

性
を

高
め
て
い
る
。

ま
た
、

ラ
ウ
ン
ジ
に
は
素
材
感
の
あ
る
タ
イ

ル
や
天
然
石
を
ラ
ミ
ネ
ー

ト
し
た
テ
ー

ブ
ル
を
設
け
る
。

専

有
部
は
3
L
D
K
（

7
0
平
方
メ
ー

ト
ル
超
）

を
中
心
に
、

南
東
・
南
西
向
き
を
メ
イ
ン
に
全
2
4
タ
イ
プ
の
プ
ラ
ン
バ

リ
エ
ー

シ
ョ

ン
を
用
意
。

キ
ッ

チ
ン
水
栓
に
タ
ッ

チ
レ
ス
機

能
を
搭
載
し
、

バ
ル
コ
ニ
ー

に
も
水
栓
と
コ
ン
セ
ン
ト
を
設

置
す
る
こ
と
で
家
事
効
率
性
を
高
め
て
い
る
。

首
都
圏
既
存
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
、

1
1
ヶ
月
連
続
の
上
昇

　
近
畿
圏
は
主
要
エ
リ
ア
が
揃
っ

て
強
含
ん
だ
た
め
に
、

3
,
1
2
8
万
円
（

同
1
.
9
％

上
昇
）

と
2
ヵ

月
ぶ
り
に
上
昇
。

4
月
に
記
録
し
た
直
近
の
ピ
ー

ク

（

3
,
1
0
0
万
円
）

を
再
び
上

回
っ

た
。

大
阪
府
は
、

築
浅
事
例

の
増
加
も
相
ま
っ

て
、

3
,
6
0
0
万
円
（

同
2
.
5
％

上
昇
）

と
な
り
、

2
4
年
末
か
ら

は
上
昇
基
調
を
維
持
。

兵
庫
県
は

2
,
4
8
4
万
円

（

同
0
.
9
％
上
昇
）

と
2
ヵ

月

ぶ
り
に
上
昇
し
た
が
、

4
月
の
水

準
（

2
,
4
9
9
万
円
）

に
は
届

か
な
か
っ

た
。

　
中
部
圏
は
2
,
3
3
3
万
円

（

同
0
.
2
％
上
昇
）
、

愛
知
県

は
2
,
4
5
4
万
円

（

同
0
.
4
％
下
落
）

と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
動
き
を
見
せ

た
。

　
主
要
エ
リ
ア
の
動
向
を
見
る

と
、

首
都
圏
で
は
東
京
2
3
区
が

1
億
3
3
3
万
円

（

同
2
.
4
％
上
昇
）

と
1
4
ヵ

月
連
続
で
上
昇
し
た
。

都
心
6
区

は
1
億
6
,
4
1
5
万
円

（

同
0
.
5
％
上
昇
）

と
2
9
ヵ

月
連
続
で
上
昇
し
て
い
る
。

城

南
・
城
西
6
区
は
8
,
6
2
3
万

円（

同
1
.
7
％
上
昇
）
、

城
北
・

城
東
1
1
区
は
6
,
7
0
3
万
円

（

同
2
.
0
％
上
昇
）
。

都
心
部

に
限
っ

て
は
2
4
年
秋
以
降
に
在

庫
が
増
加
し
価
格
改
定
の
動
き
も

広
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

価
格

上
昇
ト
レ
ン
ド
に
ブ
レ
ー

キ
が
掛

か
り
始
め
て
い
る
。

　
近
畿
圏
は
大
阪
市
中
心
6
区
が

8
,
0
0
7
万
円

（

同
2
.
8
％
上
昇
）

と
1
8
ヵ

月
連
続
で
上
昇
。

名
古
屋
市
中
心

3
区
は
3
,
9
2
7
万
円
（

同

0
.
7
％
下
落
）

と
な
っ

た
。

　
（

株
）

東
京
カ
ン
テ
イ
は
2
4

日
、

2
0
2
5
年
6
月
の
三
大
都

市
圏
中
古
（

既
存
）

マ
ン
シ
ョ

ン

7
0
平
方
メ
ー

ト
ル
換
算
価
格
の

推
移
を
発
表
し
た
。

　
首
都
圏
は
5
,
8
5
1
万
円

（

前
月
比
3
.
0
％
上
昇
）

と

1
1
ヵ

月
連
続
で
上
昇
し
た
。

都

県
別
で
は
東
京
都
が
8
,
8
2
6

万
円

（

同
2
.
6
％
上
昇
）

と
1
4
ヵ

月
連
続
の
上
昇
。

神
奈
川
県
は

4
,
0
1
5
万
円

（

同
2
.
0
％
上
昇
）

と
な
り
、

集
計
開
始
以
来
初
の
4
,
0
0
0

万
円
台
に
達
し
た
。

埼
玉
県
は

3
,
0
1
3
万
円
（

同
1
.
8
％

上
昇
）
、

千
葉
県
は
2
,
8
1
6

万
円

（

同
0
.
9
％
上
昇
）

と
い
ず
れ

も
上
昇
し
た
。

フ
ラ
ッ
ト
3
5
利
用
者
、
平
均
年
齢
の
上
昇
傾
向
継
続

　
利
用
者
の
平
均
年
齢
4
0

歳
代
が
2
6
.
8
％
（

同

0
.
8
ポ
イ
ン
ト
減
）
、

5
0
歳
代
が
1
8
.
7
％

（

同
1
.
1
ポ
イ
ン
ト

増
）
、

6
0
歳
以
上
が

1
4
.
3
％
（

同
0
.
4
ポ

イ
ン
ト
増
）
、

3
0
歳
未
満

が
1
1
.
0
％
（

同
0
.
4

ポ
イ
ン
ト
増
）
。

平
均
年
齢

を
融
資
区
分
別
に
見
る
と
、

注
文
住
宅
と
マ
ン
シ
ョ

ン
で

前
年
度
か
ら
上
昇
し
た
。

家

族
数
は
、

2
人
世
帯
が

2
8
.
7
％
（

同
0
.
1
ポ

イ
ン
ト
減
）

で
最
多
と
な
っ

た
。

　
平
均
世
帯
年
収
は
、

2
1

年
度
以
降
増
加
傾
向
に
あ
り

6
6
9
万
円
（

同
8
万
円

増
）
。

平
均
世
帯
年
収
を
融

資
区
分
別
に
見
る
と
、

既
存

マ
ン
シ
ョ

ン
を
除
く
融
資
区

分
で
前
年
度
か
ら
上
昇
し

た
。

ま
た
、

所
要
資
金
を
融

資
区
分
別
に
見
る
と
、

マ
ン

シ
ョ

ン
5
,
5
9
2
万
円

（

同
3
4
7
万
円
増
）
、

土

地
付
注
文
住
宅
5
,
0
0
7

万
円
（

同
1
0
4
万
円

増
）
、

注
文
住
宅

3
,
9
3
6
万
円
（

同
7
3

万
円
増
）
、

建
売
住
宅

3
,
8
2
6
万
円
（

同

2
2
3
万
円
増
）
、

既
存
マ

ン
シ
ョ

ン
3
,
0
3
3
万
円

（

同
4
万
円
減
）
、

既
存
戸

建
て
2
,
5
7
3
万
円
（

同

3
7
万
円
増
）

だ
っ

た
。

　
所
要
資
金
を
世
帯
年
収
で

割
っ

た
年
収
倍
率
は
、

土
地

付
注
文
住
宅
が
7
.
5
倍

（

前
年
度
7
.
6
倍
）
、

マ

ン
シ
ョ

ン
7
.
0
倍
（

同

7
.
2
倍
）
、

注
文
住
宅

6
.
9
倍
（

同
7
.
0

倍
）
、

建
売
住
宅
が
6
.
7

倍
（

同
6
.
6
倍
）
、

既
存

マ
ン
シ
ョ

ン
が
5
.
5
倍

（

同
5
.
6
倍
）
、

既
存
戸

建
て
が
5
.
3
倍
（

同
変
動

な
し
）
。

建
売
住
宅
を
除
く

融
資
区
分
で
、

前
年
度
横
ば

い
も
し
く
は
低
下
し
た
。

　
（

独
）

住
宅
金
融
支
援
機
構

は
2
5
日
、

2
0
2
4
年
度
の

「

フ
ラ
ッ

ト
3
5
利
用
者
調

査
」

結
果
を
発
表
し
た
。

　
2
4
年
4
月
～

2
5
年
3
月

に
同
機
構
が
買
い
取
り
ま
た
は

付
保
の
承
認
を
行
な
っ

た
案
件

の
う
ち
、

借
換
え
案
件
を
除
く

2
万
7
,
5
2
3
件
を
対
象

に
、

利
用
者
の
属
性
や
住
宅
の

概
要
等
を
集
計
し
た
。

　
融
資
区
分
は
、

中
古
（

既

存
）

住
宅
（

既
存
戸
建
て
と
既

存
マ
ン
シ
ョ

ン
の
合
計
）

3
4
.
8
％
（

前
年
度
比

7
.
4
ポ
イ
ン
ト
増
）
、

注
文

住
宅
3
4
.
9
％
（

同
9
.
3

ポ
イ
ン
ト
減
）
、

マ
ン
シ
ョ

ン

7
.
2
％
（

同
0
.
9
ポ
イ
ン

ト
減
）
、

建
売
住
宅

2
3
.
1
％
（

同
2
.
7
ポ
イ

ン
ト
増
）
。

は
、

1
7
年
度
以
降
上
昇
傾
向

が
続
い
て
お
り
、

4
4
.
5
歳

（

同
0
.
2
歳
増
）

と
な
っ

た
。

利
用
年
齢
別
の
構
成
比

は
、

3
0
歳
代
が
2
9
.
2
％

（

同
1
.
2
ポ
イ
ン
ト
減
）
、
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国
土
交
通
省
は
1
7
日
、

「

東
京
都
市
計
画
事
業
八
重
洲

一
丁
目
北
地
区
第
一
種
市
街
地

再
開
発
事
業
」
（

東
京
都
中
央

区
）

を
、

優
良
な
民
間
都
市
再

生
事
業
計
画
と
し
て
認
定
し

た
。

　
計
画
地
は
都
市
再
生
緊
急
整

備
地
域
お
よ
び
特
定
都
市
再
生

緊
急
整
備
地
域
の
「

東
京
都

心
・
臨
海
地
域
」

に
位
置
。

同

地
域
の
地
域
整
備
方
針
に
お
い

て
東
京
都
心
や
周
辺
部
に
て
、

老
朽
建
築
物
の
機
能
更
新
や
土

地
の
集
約
化
等
に
よ
り
、

歴
史

と
文
化
を
生
か
し
た
う
る
お
い

と
風
格
あ
る
ま
ち
並
み
を
形
成

す
る
計
画
。

　
事
業
面
積
は
約
1
万

6
,
9
2
7
平
方
メ
ー

ト
ル
。

鉄
骨
造
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

造
、

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

造
地
上
4
4
階
地
下
3
階
塔
屋

2
階
建
て
の
事
務
所
・
店
舗
・

宿
泊
施
設
の
複
合
ビ
ル
と
、

鉄

骨
造
2
階
建
て
の
商
業
施
設
で

構
成
す
る
。

　
日
本
橋
川
交
流
拠
点
の
象
徴

と
な
る
広
場
空
間
の
整
備
の

他
、
「

東
京
」

駅
な
ど
の
駅
・

ま
ち
・
川
を
つ
な
ぐ
地
上
・
地

下
・
デ
ッ

キ
レ
ベ
ル
の
歩
行
者

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
整
備
す
る

こ
と
で
、

日
本
橋
川
沿
い
の

水
辺
空
間
に
お
け
る
に
ぎ
わ

い
創
出
や
回
遊
性
の
向
上
を

図
る
。

　
ま
た
、

周
辺
地
区
と
の
連

携
を
視
野
に
、

高
度
金
融
人

材
の
活
動
支
援
の
た
め
の
サ

ポ
ー

ト
設
備
を
整
備
。

金
融

拠
点
と
し
て
の
東
京
の
国
際

競
争
力
強
化
の
向
上
に
寄
与

し
た
い
考
え
。

併
せ
て
帰
宅

困
難
者
受
入
ス
ペ
ー

ス
の
整

備
や
、

自
立
分
散
型
の
エ
ネ

ル
ギ
ー

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
導

入
に
よ
り
東
京
駅
周
辺
の
防

災
対
応
力
強
化
を
図
る
。

　
事
業
施
行
期
間
は

2
0
2
4
年
1
2
月
～

3
2

年
1
2
月
の
予
定
。

日
本
橋
川
沿
い
の
再
開
発
が
都
市
再
生
事
業
認
定

い
て
も
過
去
に
そ
の
家
で
撮
影
し
た
写
真
を
ア

ル
バ
ム
に
ま
と
め
、

家
主
に
贈
呈
し
て
い
る
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、

古
材
の
譲
り
手
と
、

そ

の
古
材
を
活
用
し
て
家
を
建
て
た
施
主
を
つ
な

ぎ
、

元
の
古
民
家
の
記
憶
を
し
っ

か
り
継
承
す

る
意
味
を
持
た
せ
た
か
た
ち
だ
。

　
反
響
は
ま
だ
片
手
で
数
え
ら
れ
る
程
度
だ

が
、
「

一
般
的
な
新
築
住
宅
を
求
め
て
い
る
お

客
さ
ま
は
こ
の
家
に
は
関
心
を
持
た
な
い
か
も

し
れ
な
い
。

古
民
家
暮
ら
し
に
興
味
が
あ
る
方

に
は
強
く
響
く
で
し
ょ

う
。

実
際
に
、

具
体
的

な
商
談
が
進
ん
で
い
る
お
客
さ
ま
も
1
組
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま
す
」
（

同
氏
）
。

ん
で
い
る
。

床
は
木
目
を
浮
き
立
た
せ
る
「

浮
造

（

う
づ
く
り
）
」

の
加
工
を
施
し
た
ス
ギ
の
無
垢
材

を
一
面
に
敷
き
詰
め
、

心
地
よ
い
肌
触
り
を
演
出
。

室
内
ド
ア
や
仕
切
り
扉
な
ど
の
建
具
は
ほ
ぼ
す
べ
て

無
垢
材
で
造
作
し
、

室
内
を
全
面
的
に
や
わ
ら
か
な

雰
囲
気
で
仕
上
げ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
耐
震
等
級
２
、

断
熱
等
級
6
を
取
得
し
て

お
り
、

B
E
L
S
に
お
け
る
Z
E
H
水
準
の
評
価
を

取
得
す
る
な
ど
、

住
宅
と
し
て
の
基
本
性
能
も
高
め

た
。

炭
素
貯
蔵
量
は
2
0
.
5
t
、

ス
ギ
4
1
本
分

に
相
当
す
る
。

建
築
費
は
坪
単
価
約
1
4
0
万
円
前

後
だ
と
い
い
、

建
築
費
が
高
止
ま
り
す
る
中
で
は
、

大
手
住
宅
メ
ー

カ
ー

と
も
勝
負
で
き
る
価
格
帯
だ
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、

古
民
家
に
住
ん
で
い
た
人

の
記
憶
も
継
承
す
る
の
が
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

そ
の
取

り
組
み
は
古
材
の
活
用
だ
け
で
は
な
い
。

古
材
を

ピ
ッ

ク
ア
ッ

プ
し
た
古
民
家
の
元
の
持
ち
主
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー

や
、

建
っ

て
い
た
地
域
、

そ
の
古
民
家
の

歴
史
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
た
「

家
史
（

い
え

し
）
」

を
新
し
い
施
主
と
元
の
家
主
に
贈
呈
す
る
。

　
解
体
さ
れ
る
住
宅
の
記
憶
を
残
す
と
い
う
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
、

全
国
各
地
で
商
慣
習
と
し
て
行
な

わ
れ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
み
ら
れ
る
。

大
手
住
宅
会
社

で
は
、

ポ
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
が
行
な
っ

て
い
る
建
物
の

解
体
に
際
し
て
神
事
等
を
行
な
う
「

棟
下
式
」

に
お

古
材
を
使
っ
て
新
築
。

新
し
い
既
存
住
宅
流
通
の
か
た
ち

　
築
1
0
0
年
超
の
古
民
家
に

は
、

そ
こ
に
何
世
代
に
も
わ
た
っ

て
住
ん
で
い
た
人
た
ち
の
思
い
出

が
染
み
込
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
記
憶
を
含
め
て
住
宅

（

の
建
材
）

を
流
通
さ
せ
よ
う
と

い
う
試
み
が
登
場
し
た
。

小
田
急

不
動
産
（

株
）

が
5
月
、

神
奈
川

県
開
成
町
に
「

開
成
町
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
」

を
オ
ー

プ
ン
。

古
民
家
移

築
再
生

「

K
A
T
A
R
I
T
S
U
G
I

（

か
た
り
つ
ぎ
）
」

プ
ロ
ジ
ェ

ク

ト
と
し
て
、

古
民
家
に
使
わ
れ
た

古
材
を
活
用
し
つ
つ
、

高
水
準
の

性
能
を
備
え
た
新
築
住
宅
と
し
て

販
売
す
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、

全
国
の

空
き
家
化
し
た
古
民
家
を
解
体

し
、

建
材
を
他
の
地
域
で
建
設
す

る
新
築
住
宅
に
使
用
す
る
こ
と

で
、

次
世
代
に
「

古
民
家
の
暮
ら

し
」

を
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う

目
的
を
持
つ
。

い
わ
ば
、

一
般
的

な
仲
介
や
買
取
再
販
と
は
異
な
る

「

既
存
住
宅
流
通
」

の
か
た
ち
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
同
社
に
よ
る
と
、

2
0
2
1
年

ご
ろ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
検
討

を
開
始
し
た
の
だ
と
い
う
。
「

現

在
、

約
1
0
0
万
戸
の
古
民
家
が

存
在
し
て
い
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

空
き
家
化
し
て
し
ま
っ

た
物
件
も

多
い
が
、

建
物
は
頑
強
で
今
で
は

手
に
入
れ
ら
れ
な
い
建
材
が
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
多
く
、

そ
の
ま

ま
朽
ち
て
い
く
の
は
惜
し
い
。

そ

れ
に
、

長
く
使
わ
れ
た
建
物
に
は

住
民
の
思
い
出
も
染
み
込
ん
で
い

る
。

そ
う
し
た
『

記
憶
』

も
含
め

て
流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
と
考
え
た
の
が
き
っ

か
け
で

す
」
（

同
社
取
締
役
仲
介
営
業
部

長
：
河
村
康
伸
氏
）

　
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
現
に
当
た

り
、
（

一
社
）

全
国
古
民
家
再
生

協
会
と
連
携
し
て
お
り
、

同
社
は

集
客
や
土
地
の
仲
介
等
を
担
当

し
、

古
材
の
選
定
や
新
築
住
宅
の

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
施
工
に
つ
い
て

は
同
協
会
の
加
盟
店
が
担
う
。

具

体
的
に
は
、

小
田
急
不
動
産
が

ユ
ー

ザ
ー

の
暮
ら
し
の
イ
メ
ー

ジ

に
合
致
す
る
土
地
を
選
定
・
売
買

契
約
を
結
ん
だ
の
ち
、

同
協
会
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
を
生
か
し
て
活
用

す
る
古
民
家
を
選
択
し
、

そ
の
古

民
家
を
解
体
し
て
そ
の
柱
や
梁
を

古
材
と
し
て
調
達
す
る
と
い
う
も

の
で
、
「

解
体
を
無
料
で
行
な
う

こ
と
で
、

家
主
か
ら
古
材
を
無
料

で
譲
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
（

同

氏
）
。

解
体
し
た
古
材
は
、

加
工

場
で
新
た
な
住
宅
に
適
合
す
る
よ

う
に
プ
レ
カ
ッ

ト
し
、

建
築
地
ま

で
輸
送
し
、

建
材
と
し
て
再
利
用

す
る
。

　
開
成
町
に
オ
ー

プ
ン
し
た
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
は
、

新
潟
県
阿
賀
町
に

建
っ

て
い
た
古
民
家
を
解
体
し
た

古
材
を
再
利
用
し
た
も
の
。

阿
賀

町
は
古
民
家
が
多
く
残
る
地
域

で
、
「

豪
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
、

移
住
者
の
受
け
皿
と
し
て
活
用
し

よ
う
に
も
古
民
家
に
住
む
こ
と
に

抵
抗
を
持
つ
方
が
多
か
っ

た
よ
う

で
す
。

こ
の
よ
う
に
何
ら
か
の
理

由
で
使
途
を
失
っ

て
い
る
古
民
家

は
全
国
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
、

解

体
し
て
そ
の
材
料
を
ほ
か
の
地
域

で
住
ま
い
と
し
て
再
利
用
し
て
も

ら
う
こ
と
は
、

阿
賀
町
だ
け
で
な

く
、

全
国
の
古
民
家
空
き
家
の
対

策
と
し
て
も
有
効
だ
と
考
え
て
い

ま
す
」
（

同
氏
）
。

　
同
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
、

小
田
急

小
田
原
線
「

開
成
」

駅
徒
歩
1
2

分
の
幹
線
道
路
沿
い
。

敷
地
面
積

は
2
4
5
.
6
平
方
メ
ー

ト
ル
、

木
造
平
屋
建
て
（

建
築
基
準
法
上

は
木
造
2
階
建
て
）
、

延
床
面
積

は
1
3
0
.
0
平
方
メ
ー

ト
ル
。

間
取
り
は
2
L
D
K
。

　
建
築
に
当
た
っ

て
は
、

築

1
6
0
年
・
延
床
面
積
約
5
0
坪

の
古
民
家
を
解
体
し
て
そ
の
柱
や

梁
を
再
利
用
し
た
。

最
高
天
井
高

約
4
m
の
開
放
感
あ
る
玄
関
土
間

を
抜
け
る
と
、

同
5
m
超
と
い
う

大
き
な
吹
き
抜
け
の
あ
る
リ
ビ
ン

グ
。

そ
の
上
部
に
は
、

古
材
を
加

工
し
た
梁
が
使
わ
れ
て
い
る
。

同

社
仲
介
事
業
本
部
仲
介
営
業
部
企

画
推
進
グ
ル
ー

プ
リ
ー

ダ
ー

の
山

尾
正
尭
氏
は
「

こ
の
サ
イ
ズ
の
木

材
を
現
在
の
新
築
住
宅
で
使
お
う

と
思
え
ば
、

か
な
り
の
コ
ス
ト
が

か
か
る
で
あ
ろ
う
立
派
な
木
材
で

す
。

そ
れ
に
、

1
6
0
年
に
わ

た
っ

て
人
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き

た
木
材
は
含
水
率
も
低
く
、

か
な

り
堅
い
」

と
話
す
。

　
職
人
仕
事
を
重
視
し
た
建
物
に

は
、

そ
の
技
術
が
細
部
に
ま
で
及

「
八
重
洲
一
丁
目
北
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発
事
業
」
外
観
イ
メ
ー
ジ

江
戸
橋
上
空
か
ら
首
都
高
速
道
路
の

高
架
橋
が
撤
去
さ
れ
た

『
日
本
橋
リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
』
を
望
む

staff
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